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（趣旨）
　特定非営利活動法人　日本防災士機構（以下　機構）が日本全国で防災士の養成を始めて現在まで約１０万人の防災士が認証されており、高知県においても１０００人以上の防災士が誕生しています。

　そのうち１２０名以上の防災士が南国市に在住していますが、その防災士としての活動についてはお互いに顔の見えない状況で今日に至っています。

　機構の掲げる防災士の基本理念は、

　１　自助　自分の命は自分で守る。
　２　共助　地域・職場で助け合い、被害拡大を防ぐ。
　３　協働　市民、企業、自治体、防災機関等が協力して活動する。

でありますが、この理念を実現するためには、南国市在住の防災士が日ごろから連携し、防災士としてのスキルアップや各地区における防災啓発活動を行うこと、また発災後の救護・救援での命をつなぐ活動を行うことが必要です。併せて、地域を理解した防災士が前面に立ち、地域や行政に協力することが早期復興への道につながると確信します。

　このような考えから南国市の防災士有志が集い、相互の連携、協力により地域防災力の向上と地域防災の支援体制の構築を図るために「南国市防災士連絡会」を設立するものです。つきましては多くの防災士の方々のご理解とご賛同をお願いする次第です。

平成２９年１月２２日
南国市防災士連絡会設立委員会
